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世
界
交
通
の
道
、
便
に
し
て
、
西
洋
文
明
の
風
、

東
に
漸
し
、
至
る
處
、
草
も
気
も
此
風
に
靡
か
ざ
る

は
な
し
。
蓋
し
西
洋
の
人
物
、
古
今
に
大
に
異
な
る

に
非
ず
と
雖
ど
も
、
其
擧
動
の
古
に
遅
鈍
に
し
て
今

に
活
發
な
る
は
、
唯
交
通
の
利
器
を
利
用
し
て
勢
に

乗
ず
る
が
故
の
み
。
故
に
方
今
当
用
に
國
す
る
も
の

ゝ
為
に
謀
る
に
、
此
文
明
の
東
漸
の
勢
に
激
し
て
之

を
防
ぎ
了
る
可
き
の
覺
悟
あ
れ
ば
則
ち
可
な
り
と
雖

ど
も
、
苟
も
世
界
中
の
現
状
を
視
察
し
て
事
實
に
不

可
な
ら
ん
を
知
ら
ん
者
は
、
世
と
推
し
移
り
て
共
に

文
明
の
海
に
浮
沈
し
、
共
に
文
明
の
波
を
掲
げ
て
共

に
文
明
の
苦
樂
を
與
に
す
る
の
外
あ
る
可
ら
ざ
る
な

り
。

　
文
明
は
猶
麻
疹
の
流
行
の
如
し
。
目
下
東
京
の
麻

疹
は
西
國
長
崎
の
地
方
よ
り
東
漸
し
て
、
春
暖
と
共

に
次
第
に
蔓
延
す
る
者
の
如
し
。
此
時
に
當
り
此
流

1



行
病
の
害
を
惡
て
此
れ
を
防
が
ん
と
す
る
も
、
果
し

て
其
手
段
あ
る
可
き
や
。
我
輩
斷
じ
て
其
術
な
き
を

證
す
。
有
害
一
遍
の
流
行
病
に
て
も
尚
且
其
勢
に
は

激
す
可
ら
ず
。
況
や
利
害
相
伴
ふ
て
常
に
利
益
多
き

文
明
に
於
て
を
や
。
當
に
之
を
防
が
ざ
る
の
み
な
ら

ず
、
力
め
て
其
蔓
延
を
助
け
、
國
民
を
し
て
早
く
其

氣
風
に
浴
せ
し
む
る
は
智
者
の
事
な
る
可
し
。

　　
西
洋
近
時
の
文
明
が
我
日
本
に
入
り
た
る
は
嘉
永

の
開
國
を
發
端
と
し
て
、
國
民
漸
く
其
採
る
可
き
を

知
り
、
漸
次
に
活
發
の
氣
風
を
催
ふ
し
た
れ
ど
も
、

進
歩
の
道
に
横
は
る
に
古
風
老
大
の
政
府
な
る
も
の

あ
り
て
、
之
を
如
何
と
も
す
可
ら
ず
。
政
府
を
保
存

せ
ん
歟
、
文
明
は
決
し
て
入
る
可
ら
ず
。
如
何
と
な

れ
ば
近
時
の
文
明
は
日
本
の
舊
套
と
兩
立
す
可
ら
ず

し
て
、
舊
套
を
脱
す
れ
ば
同
時
に
政
府
も
亦
廢
滅
す

可
け
れ
ば
な
り
。
然
ば
則
ち
文
明
を
防
て
其
侵
入
を

止
め
ん
歟
、
日
本
國
は
獨
立
す
可
ら
ず
。
如
何
と
な

れ
ば
世
界
文
明
の
喧
嘩
繁
劇
は
東
洋
孤
島
の
獨
睡
を

許
さ
ゞ
れ
ば
な
り
。
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是
に
於
て
か
我
日
本
の
士
人
は
國
を
重
し
と
し
政

府
を
輕
し
と
す
る
の
大
義
に
基
き
、
又
幸
に
帝
室
の

神
聖
尊
嚴
に
依
頼
し
て
、
斷
じ
て
舊
政
府
を
倒
し
て

新
政
府
を
立
て
、
國
中
朝
野
の
別
な
く
一
切
萬
事
西

洋
近
時
の
文
明
を
採
り
、
獨
り
日
本
の
舊
套
を
脱
し

た
る
の
み
な
ら
ず
、
亞
細
亞
全
洲
の
中
に
在
て
新
に

一
機
軸
を
出
し
、
主
義
と
す
る
所
は
唯
脱
亞
の
二
字

に
あ
る
の
み
な
り
。

　
我
日
本
の
國
土
は
亞
細
亞
の
東
邊
に
在
り
と
雖
ど

も
、
其
國
民
の
精
神
は
既
に
亞
細
亞
の
固
陋
を
脱
し

て
西
洋
の
文
明
に
移
り
た
り
。
然
る
に
爰
に
不
幸
な

る
は
近
隣
に
國
あ
り
、
一
を
支
那
と
云
い
、
一
を
朝

鮮
と
云
ふ
。
此
二
國
の
人
民
も
古
來
亞
細
亞
流
の
政

教
風
俗
に
養
は
る
ゝ
こ
と
、
我
日
本
國
に
異
な
ら
ず

と
雖
ど
も
、
其
人
種
の
由
來
を
殊
に
す
る
か
、
但
し

は
同
様
の
政
教
風
俗
中
に
居
な
が
ら
も
遺
傳
教
育
の

旨
に
同
じ
か
ら
ざ
る
所
の
も
の
あ
る
歟
、
日
支
韓
三

國
三
國
相
對
し
、
支
と
韓
と
相
似
る
の
状
は
支
韓
の
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日
に
於
け
る
よ
り
も
近
く
し
て
、
此
二
國
の
者
共
は

一
身
に
就
き
又
一
國
に
關
し
て
し
て
改
進
の
道
を
知

ら
ず
。
交
通
至
便
の
世
の
中
に
文
明
の
事
物
を
聞
見

せ
ざ
る
に
非
ざ
れ
ど
も
耳
目
の
聞
見
は
以
て
心
を
動

か
す
に
足
ら
ず
し
て
、
其
古
風
舊
慣
に
變
々
す
る
の

情
は
百
千
年
の
古
に
異
な
ら
ず
、
此
文
明
日
新
の
活

劇
場
に
教
育
の
事
を
論
ず
れ
ば
儒
教
主
義
と
云
ひ
、

學
校
の
教
旨
は
仁
義
禮
智
と
稱
し
、
一
よ
り
十
に
至

る
ま
で
外
見
の
虚
飾
の
み
を
事
と
し
て
、
其
實
際
に

於
て
は
眞
理
原
則
の
知
見
な
き
の
み
か
、
道
徳
さ
え

地
を
拂
ふ
て
殘
刻
不
廉
恥
を
極
め
、
尚
傲
然
と
し
て

自
省
の
念
な
き
者
の
如
し
。

　
我
輩
を
以
て
此
二
國
を
視
れ
ば
今
の
文
明
東
漸
の

風
潮
に
際
し
、
迚
も
其
獨
立
を
維
持
す
る
の
道
あ
る

可
ら
ず
。
幸
に
し
て
其
の
國
中
に
志
士
の
出
現
し
て
、

先
づ
國
事
開
進
の
手
始
め
と
し
て
、
大
に
其
政
府
を

改
革
す
る
こ
と
我
維
新
の
如
き
大
擧
を
企
て
、
先
づ

政
治
を
改
め
て
共
に
人
心
を
一
新
す
る
が
如
き
活
動

あ
ら
ば
格
別
な
れ
ど
も
、
若
し
も
然
ら
ざ
る
に
於
て
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は
、
今
よ
り
數
年
を
出
で
ず
し
て
亡
國
と
爲
り
、
其

國
土
は
世
界
文
明
諸
國
の
分
割
に
歸
す
可
き
こ
と
一

點
の
疑
あ
る
こ
と
な
し
。
如
何
と
な
れ
ば
麻
疹
に
等

し
き
文
明
開
化
の
流
行
に
遭
ひ
な
が
ら
、
支
韓
兩
國

は
其
傳
染
の
天
然
に
背
き
、
無
理
に
之
を
避
け
ん
と

し
て
一
室
内
に
閉
居
し
、
空
氣
の
流
通
を
絶
て
窒
塞

す
る
も
の
な
れ
ば
な
り
。
輔
車
唇
歯
と
は
隣
國
相
助

く
る
の
喩
な
れ
ど
も
、
今
の
支
那
朝
鮮
は
我
日
本
の

た
め
に
一
毫
の
援
助
と
爲
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
西

洋
文
明
人
の
眼
を
以
て
す
れ
ば
、
三
國
の
地
利
相
接

す
る
が
爲
に
、
時
に
或
は
之
を
同
一
視
し
、
支
韓
を

評
す
る
の
價
を
以
て
我
日
本
に
命
ず
る
の
意
味
な
き

に
非
ず
。

　
例
へ
ば
支
那
朝
鮮
の
政
府
が
古
風
の
専
制
に
し
て

法
律
の
恃
む
可
き
も
の
あ
ら
ざ
れ
ば
、
西
洋
の
人
は

日
本
も
亦
無
法
律
の
國
か
と
疑
ひ
、
支
那
朝
鮮
の
士

人
が
惑
溺
深
く
し
て
科
學
の
何
も
の
た
る
を
知
ら
ざ

れ
ば
、
西
洋
の
學
者
は
日
本
も
亦
陰
陽
五
行
の
國
か

と
思
ひ
、
支
那
人
が
卑
屈
に
し
て
恥
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
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日
本
人
の
義
侠
も
之
が
た
め
に
掩
は
れ
、
朝
鮮
國
に

人
を
刑
す
る
の
惨
酷
な
る
あ
れ
ば
、
日
本
人
も
亦
共

に
無
情
な
る
か
と
推
量
せ
ら
る
ゝ
が
如
き
、
是
等
の

事
例
を
計
れ
ば
、
枚
擧
に
遑
あ
ら
ず
。
之
を
喩
へ
ば

比
隣
軒
を
竝
べ
た
る
一
村
一
町
内
の
者
共
が
、
愚
に

し
て
無
法
に
し
て
然
も
殘
忍
無
情
な
る
と
き
は
、
稀

に
其
町
村
内
の
一
家
人
が
正
當
の
人
事
に
注
意
す
る

も
、
他
の
醜
に
掩
は
れ
て
湮
没
す
る
も
の
に
異
な
ら

ず
。
其
影
響
の
事
實
に
現
は
れ
て
、
間
接
に
我
外
交

上
の
故
障
を
成
す
こ
と
は
實
に
少
々
な
ら
ず
、
我
日

本
國
の
一
大
不
幸
と
云
ふ
可
し
。

　
左
れ
ば
、
今
日
の
謀
を
爲
す
に
、
我
國
は
隣
國
の

開
明
を
待
て
共
に
亞
細
亞
を
興
す
の
猶
豫
あ
る
可
ら

ず
、
寧
ろ
そ
の
伍
を
脱
し
て
西
洋
の
文
明
國
と
進
退

を
共
に
し
、
其
支
那
朝
鮮
に
接
す
る
の
法
も
隣
國
な

る
が
故
に
と
て
特
別
の
會
釋
に
及
ば
ず
、
正
に
西
洋

人
が
之
に
接
す
る
の
風
に
從
て
處
分
す
可
き
の
み
。

惡
友
を
親
し
む
者
は
共
に
惡
友
を
免
か
る
可
ら
ず
。

我
は
心
に
於
て
亞
細
亞
東
方
の
惡
友
を
謝
絶
す
る
も
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の
な
り
。
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